
教育・人づくり

“こどもまんなか”を基本に、こどもの利益を第一に考え、秋田で育つ全
てのこどもが、のびのびと自分らしく成長できるよう、自己肯定感と主
体性を育みます。また、誰もが学べる機会を確保するとともに、新時代
で力強く生き抜くための教育を充実させていきます。

政策

6

84



全てのこどもの健やかな心身と
自ら学ぶ意欲を育てる

新時代をたくましく生き抜く
力を育てる

「こどもまんなか社会」を支える
環境を整備する

地域社会の発展と産業振興に資する
高等教育機関を活性化する

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進
多様な背景を持つ児童生徒への支援と教育機会の確保
自他を尊重する心を育む教育の推進
学びの芽生えを育む就学前教育・保育の推進
一人ひとりの成長と発達を支える体育活動の充実と健康教育の推進

家庭・地域・企業等と連携したキャリア教育の推進
デジタル技術や地域資源を活用した専門教育の推進
グローバル化に対応した外国語教育の推進と多文化共生社会の構築
教科等横断的な学習の推進

持続可能で質の高い学びを実現する教育体制の整備
インクルーシブ教育システムの推進による特別支援教育の充実
地域社会全体でこどもを育む機運の醸成

多様な資源を活用した特色ある教育・研究・社会貢献活動の充実
次代の社会を担う学生の確保と人材育成の促進

施策

2

施策

1

施策

3

施策

4

政
策
6

方向性

方向性

方向性

方向性

1

2

3

4

5

1

2

3

4

1

2

3

1

2

政策を構成する施策
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誰もが生涯を通じて学び活躍できる
環境を構築する

多様な学びの場づくりと学びを通じた地域づくりの推進
文化芸術に親しむ機会の拡充と文化遺産の保存・活用

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合
（小６・中３）

認知したいじめの解消率
（ 国公私立、小・中・高・特別支援 ）

政策に関する指標 ［ 2024／実績値、2026～29／目標値 ］

2029
出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」

2025

（%）

81.7

2026 2027 2028
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82.0 83.0 84.0 85.0

88.8
100 100 100 100

2029
出典：文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」
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（%）
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施策

5 方向性

1

2
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豊かな心と健康でたくましい身体を育むとともに、一人ひとりが
個性を輝かせ、主体的に学びに向かう意欲の育成を目指します。

全てのこどもの
健やかな心身と
自ら学ぶ意欲を育てる

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善の推進

新たな時代に対応した「秋田の探究型授業」を推進します。
学力向上を目指した検証改善サイクルを推進します。
少人数授業等によりきめ細かな指導の充実を図ります。
  ＩＣＴの効果的な活用により個別最適な学びと協働的な学びを実現します。

3

4

1

2

2025

2026

2027

2028

2029

文部科学省「全国学力・学習状況調査」 文部科学省「全国学力・学習状況調査」

83.8

86.5
86.5
86.5
86.5

78.0
80.0
82.0
84.0

教
職
員
と
児
童
生
徒
が
や
り

と
り
す
る
場
面
に
お
い
て
、

児
童
生
徒
1
人
1
台
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
用
し
て

い
る
小
・
中
学
校
の
割
合

（
週
1
回
以
上
）

学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
っ
て

次
の
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
児
童
生
徒
の
割
合

（
小
６
・
中
３
）

%

%

%

%

%

%

%

%

方向性 1

2024／実績値、2026～29／目標値

% 74.1%

ICTを活用した探究型授業 自発的な活動としての遊び

［主な取組 ］

政
策
6

 政策6     教育・人づくり

施策

1
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多様な背景を持つ児童生徒への支援と
教育機会の確保

自他を尊重する心を育む教育の推進

児童生徒にとって魅力ある学校
づくりを進めるとともに、不登
校児童生徒への早期支援の充実
を図ります。

不登校児童生徒の学びの保障に
向けて支援の充実を図ります。

性の多様性を尊重した教育を推
進します。

人権尊重の精神を育てる教育活動を推進します。
家庭や地域と連携した道徳教育を推進します。
いじめの未然防止を図るとともに、早期発見・早期対応を強化します。
インターネットの健全利用に関する啓発活動を強化します。
社会教育施設における体験活動の充実を図ります。

3

3

4

5

1

1

2

2

文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校
等生徒指導上の諸課題に関する調査」

文部科学省調べ

54.2

70.0
85.0
90.0
90.0

文部科学省「全国学力・学習状況調査」 県調べ

人

人

人

人

人

23,800
24,200
24,600
25,000

23,454

1.4

0.9
0.8
0.7
0.6

89.7
89.8
89.9
90.0

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

2024

2024

2026

2027

2028

2029

2026

2027

2028

2029

高
校
生
の
中
途
退
学
率

（
公
私
立
）

公
立
小
・
中
学
校
の
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
率

自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割

合（
小
６
・
中
３
）

少
年
自
然
の
家
等
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
利
用
者
数

方向性 2

方向性 3

（2025実績）
%%

89.5
（2025実績）

%

［主な取組 ］

［主な取組 ］
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学びの芽生えを育む就学前教育・保育の推進

一人ひとりの成長と発達を支える体育活動の充実と
健康教育の推進

生活や遊びを通した学びを支える教育・保育の質の向上を支援します。
就学前教育・保育と小学校教育の円滑な接続を支援します。

豊かなスポーツライフの実現に向けた学校体育の充実を図ります。
児童生徒にとって望ましいスポーツ環境の充実を図ります。
学校部活動の充実を図るとともに、地域展開を推進します。
指導者の確保・育成などによる競技力向上を支援します。
性の問題、がんなど現代的健康課題に関する教育の充実を図ります。
学校給食・食育の充実を図るとともに、地場産物を活用した食に関する指導を推進します。

1

1

2

2

3

4

5

6

県調べ

10

12
12
13
14

就
学
前
教
育
・
保
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
架
け
橋
期
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て

い
る
市
町
村
数

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村

県調べ

2

14
17
20
25

幼
保
小
の
協
働
に
よ
る
架
け

橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
学

区
版
）を
策
定
し
て
い
る
市

町
村
数

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村

250
300
350
400

秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

登
録
シ
ス
テ
ム
の
登
録
者
数

30

スポーツ庁「全国体力･運動能力、運動習慣等調査」 県調べ

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ

と
が
「
好
き
」
な
児
童
生
徒

の
割
合（
小
５
・
中
２
）

63 .3%

66.0
66.0
67.5
67.5

人

人

人

人

人

%

%

%

%

2024

2024

2026

2027

2028

2029

2026

2027

2028

2029

方向性 4

方向性 5

2024／実績値、2026～29／目標値

（2025実績）

［主な取組 ］

［主な取組 ］

政
策
6

 政策6     教育・人づくり

89



家庭・地域・企業等と連携したキャリア教育の推進

デジタル技術や地域資源を活用した専門教育の推進

ふるさとを学びのフィールドとした学習活動の充実を図ります。
一人ひとりの自立を支える体系的なキャリア教育の充実を図ります。
個に応じた進学・就職支援体制の充実を図ります。
特別支援学校生の雇用創出と就労を促進します。

最新のＩＣＴ教材や専門人材を活用
したデジタル教育の充実を図ります。

県内企業等と連携した最先端の学び
を推進します。

3

4

1

1

2

2

失敗を恐れず果敢に挑戦し新しい価値を創り出す力や、ふるさとへの愛着心と
グローバルな視点をもって未来を切り拓く力の育成を目指します。

新時代をたくましく生き抜く
力を育てる

方向性 1

方向性 2

2024

2026

2027

2028

2029

高
校
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
率

県調べ 県「秋田県高等学校卒業者の進路状況調査」 県調べ

58.5

63.0
64.0
65.0
66.0

%

%

%

%

%

高
校
生
の
県
内
就
職
率

（
公
私
立
、全
日
制
・
定
時
制
）

73.2

75.0
77.5
80.0
80.0

%

%

%

%

%

34.7

40.0
40.0
40.0
40.0

特
別
支
援
学
校
高
等
部

卒
業
生
の
就
職
者
の
割
合

%

%

%

%

%

%

%

%

%

50.0
60.0
70.0
80.0

2024

2026

2027

2028

2029

県調べ 県調べ

「
情
報
Ⅰ
」で
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
が
身
に
付
い
て
い
る

生
徒
の
割
合 %

%

%

%

35.0
40.0
45.0
50.0

専
門
性
を
生
か
し
た
地
域
貢

献
を
行
っ
た
生
徒
の
割
合

［主な取組 ］

［主な取組 ］

2
施策
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グローバル化に対応した外国語教育の推進と
多文化共生社会の構築

教科等横断的な学習の推進

児童生徒の英語コミュニケーション能力の向上に向けた教育活動を推進します。
英語担当教員の英語力と指導力の向上に向けた実践的研修を実施します。
異文化理解を深める体験的学習を推進します。
県民を対象とした異文化理解に関する普及啓発を図ります。
在住外国人に対する日本語教育の充実を図るとともに、相談窓口の設置により生活関連を支援します。

 ＩＣＴや地域の教育資源を活用した探究的な学習の充実を図ります。
高度な専門性に基づくＳＴＥＡＭ教育※を推進します。

※ＳＴＥＡＭ教育：科学(Science)、技術(Technology)、工学(Engineering)、芸術・リベラルアーツ(Arts)、数学
(Mathematics)の５つの領域の学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科等横断的な学習。

3

4

5

1

1

2

2

方向性 3

方向性 4

2024

2026

2027

2028

2029

県調べ文部科学省「英語教育実施状況調査」 文部科学省「英語教育実施状況調査」

42.0

52.5
55.0
57.5
60.0

52.4

56.0
58.0
60.0
62.0

% %

%

%

%

%

%

%
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%

英
検
3
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相
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以
上
の
英
語

力
を
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す
る
中
学
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3
年
生
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英
検
準
2
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相
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以
上
の
英

語
力
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有
す
る
高
校
3
年
生

の
割
合

国
際
理
解
講
座
へ
の

参
加
者
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人

人

人

1,254
1,279
1,304
1,329

1,204人

回

回

回

回

2024

2026

2027

2028

2029

文部科学省「全国学力・学習状況調査」 県調べ

90.5
91.0
91.5
92.0

68
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76
80

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お

い
て
、
自
分
で
課
題
を
立
て

て
情
報
を
集
め
整
理
し
て
、

調
べ
た
こ
と
を
発
表
す
る
な

ど
の
学
習
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

（
小
６
・
中
３
）

博
士
号
教
員
の
派
遣
回
数

%

%

%

%

88.1 88% 回

2024／実績値、2026～29／目標値

［主な取組 ］

［主な取組 ］

（2025実績）
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持続可能で質の高い学びを実現する
教育体制の整備

県内外のこどもたちにとって魅力ある学校づくりを推進します。
教職員のＡターンの促進に向けた情報発信の強化と受験しやすい環境の整備を図ります。
安全・安心で多様な学びを支える学校施設を整備します。
私立学校教育の振興に向けた学校運営、教育活動等への支援を行います。

3

4

1

2

一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな指導と支援を提供
するとともに、こどもの学びを後押しする質の高い教育環境の充
実を目指します。

「こどもまんなか社会」を
支える環境を整備する

方向性 1

県
外
か
ら
の
生
徒
募
集
に
向

け
て
市
町
村
と
連
携
・
協
働

体
制
を
構
築
し
て
い
る
学
校

数（
県
立
高
校
）

180
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210

5
7
9

11

2024

2026
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2028

2029

県調べ県調べ

県
外
か
ら
の
採
用
試
験

受
験
者
数

人

人

人

人

校

校

校

校

1校 174
（2025実績）

人

地震体験車で学ぶ防災 療養中の遠隔授業

［主な取組 ］

施策

3
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インクルーシブ教育システムの推進による
特別支援教育の充実

地域社会全体でこどもを育む機運の醸成

全ての校種における障害のあるこどもの能力と可能性を最大限に引き出す指導・支援の充実を図ります。
ＩＣＴ活用により個々の障害の状態や特性に応じた指導・支援の充実を図ります。
教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図ります。
切れ目のない支援に向けた関係機関との連携の強化と特別支援教育への理解の促進を図ります。

地域学校協働活動とコミュニティ・スクールを一体的に推進します。
学校・家庭・地域等の連携・協働による学校安全の実現を図ります。
地域で支える家庭教育支援体制を強化します。

3

4

1

1

2

2

3

方向性 2

方向性 3

2024

2026

2027

2028

2029

県調べ 県調べ

29.0
32.0
35.0
38.0

1
人
1
台
端
末
を
持
ち
帰

り
、
家
庭
学
習
等
に
活
用
し

た
特
別
支
援
学
校
児
童
生
徒

の
割
合

23.2

82.0
84.0
86.0
88.0

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
校

内
研
修
を
実
施
し
た
小
・
中
・

高
校
の
割
合%

%

%

%

%

%

%

%

%

2024

2026

2027

2028

2029

文部科学省「コミュニティ・スクール及び
地域学校協働活動実施状況調査」

文部科学省「コミュニティ・スクール及び
地域学校協働活動実施状況調査」

79.0
84.0
89.0
94.0

地
域
学
校
協
働
本
部
に
教
育

委
員
会
が
委
嘱
し
た
推
進
員

を
配
置
し
て
い
る
割
合

12

県調べ

14
16
18
20

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
し
て
い
る
市
町
村
数

%

%

%

%

15.0
30.0
100
100

学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導

入
し
て
い
る
学
校
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）の
割
合

（
県
立
学
校
）

%

%

%

%

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村

2024／実績値、2026～29／目標値

%73.1
（2025実績）

%10.0
（2025実績）

［主な取組 ］

［主な取組 ］
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策
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多様な資源を活用した特色 ある
教育・研究・社会貢献活動の充実

次代の社会を担う学生の確保と人材育成の促進

独自性や強みを発揮した魅力ある教育研究活動を推進
する高等教育機関を支援します。

産業の振興や県民への幅広い学修機会の提供等に取り
組む高等教育機関を支援します。

高等教育機関が取り組む県内出身学生
の確保と地域社会を支える人材の輩出
を支援します。

高等教育機関の魅力発信や教育研究資
源を生かした高大連携の取組を支援し
ます。

1

1

2

2

高等教育機関が、ＤＸ・ＧＸへの対応など、地域や産業界のニーズを踏まえた
教育・研究や社会貢献活動を通じて、地域社会の課題解決や産業の発展に貢
献するとともに、あらゆる分野で活躍する多数の優秀な人材の育成を図るこ
とを目指します。

地域社会の発展と
産業振興に資する
高等教育機関を活性化する

方向性 1

方向性 2

件

件

件

件

件

2024

2026

2027

2028

2029

県調べ

210
212
214
216

県
内
高
等
教
育
機
関
に
よ
る

県
内
企
業
等
と
の
共
同
研

究
・
受
託
研
究
・
受
託
事
業
・

協
働
事
業
数

176

県「秋田県高等学校卒業者の
進路状況調査」

秋田労働局「新規大学等卒業者の
就職内定状況」

33.0
33.4
33.8
34.2

2024

2026

2027

2028

2029

32.6 県
内
高
卒
者
の
県
内
大
学
・

短
大
・
専
修
学
校
等
へ
の
進
学
率

%

%

%

%

%

46.0
48.0
50.0
50.0

42.6 県
内
大
学
生
等
の

県
内
就
職
率%

%

%

%

%

［主な取組 ］

［主な取組 ］

施策

4
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多様な学びの場づくりと学びを通じた
地域 づくりの推進

文化芸術に親しむ機会の拡充と
文化遺産の保存・活用

県民のニーズに応じた多様な
学習機会を提供するとともに、
充実を図ります。

地域コミュニティの活性化に
向けた社会教育を推進します。

読書活動の活性化と地域の読
書環境の充実を図ります。

多様な企画による魅力的な特別展
等を開催します。

デジタル技術の活用により博物館
施設等の機能を強化します。

関係団体等と連携した民俗文化財
や記念物の維持管理と担い手の育
成を推進します。

ユネスコ無形文化遺産や世界文化
遺産の価値と魅力を発信します。

3

3

4

1

1

2

2

ライフステージや生活スタイルに応じた学びの充実、優れた文化芸術・文
化遺産に触れる機会の確保など、県民一人ひとりが生き生きと学び続けら
れる環境づくりを目指します。

誰もが生涯を通じて学び
活躍できる環境を構築する

方向性 1

方向性 2

県調べ

県調べ

県調べ

県調べ

2024

2026

2027

2028

2029

827
830
833
836

国
・
県
指
定
等
文
化
財
の

件
数

件825

件

件

件

件

県
立
美
術
館
・
近
代
美
術
館
・

県
立
博
物
館
・
農
業
科
学
館
の

利
用
者
数

千人462

275
280
285
290

千人

千人

千人

千人

2024／実績値、2026～29／目標値

18
21
24
25

2024

2026

2027

2028

2029

地
域
の
学
び
を
支
え
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
参
加

市
町
村
数（
累
積
）

2,290
2,310
2,330
2,350

県
立
図
書
館
及
び
市
町
村
立

図
書
館
の
来
館
者
数

千人

千人

千人

千人

千人2,261

市町村

市町村

市町村

市町村

［主な取組 ］

［主な取組 ］

政
策
6

5
施策

 政策6     教育・人づくり
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